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Ⅰ．はじめに
世代を問わず、いつの時代も子ども達に親しま

れている遊びの一つとして、伝承遊びが挙げられ
る。伝承遊びは過去、現在、未来といった時間軸
に左右されることなく、長期間にわたって親しま
れている遊びの総称であり1）2）3）、縄跳びや鬼遊
びといった身体活動量の豊富な遊びから4）、あや
とりやお手玉5）といった手指の器用さが求められ
る遊びまで多種多様な遊びが存在する。そのため、
子どもの発育にとって重要とされる要素を多分に
含んでおり、多くの教育的価値が認められている。
天田ら6）は、幼児教育の場における伝承遊びや

年中行事が身体的発達や知的発達、社会的発達等
を促すとしたうえで、幼稚園の年間指導計画に伝
承遊びを導入している。また、穐丸7）は全国の幼
稚園及び保育所における伝承遊びの実施状況を調
査し、対象園の99％で伝承遊びが実施されていた
ことを報告している。このことは、幼児教育にお
いて伝承遊びの教育的価値が高いことを示して
いる。
幼児教育に必要とされる要素を多分に含む伝承

遊びではあるが、数ある遊びの中でも手指を中心
とした伝承遊びは感覚器官や脳の発達に好影響を
与えるとされている。野田8）9）10）は手指の運動を
伴う遊びについて、呼吸や心電図、脳波といった
生理的指標を用いた研究を行っており、なかでも、
大脳の覚醒水準を評価指標に用いた研究では、あ

やとりが脳の不快な気分を解消することを報告し
ている。しかしながら、手指を中心とした伝承遊
びが身体の諸器官与える影響について、生理的指
標を用いて行われた研究はごく僅かしか報告され
ていない。
野田8）が用いた大脳の覚醒水準ついては、評価

において脳波、皮膚電気活動、心電図等様々な方
法が用いられているが、評価方法の代表的なもの
としてフリッカー値の測定が挙げられる。フリッ
カー値（Critical Flicker Fusion Threshold）の測
定は1940年代から用いられており、光の点滅を認
知するタイミングから精神的疲労を検査する方法
である11）。この方法は電極の装着が不要であり、
大脳の覚醒水準を簡便に検査できることから多く
の研究で用いられている。しかしながら、測定方
法の説明に時間がかかる点や、幼児を対象とした
場合には測定方法の理解が難しい点等、対象者や
環境によっては測定が困難な場合がある。そこで、
フリッカー値測定に替わる方法として、棒反応時
間測定が挙げられる12）13）。棒反応時間測定は、落
下する棒をできるだけ早く握るだけの簡便なテス
トであり、古田ら14）や野井ら15）の研究によってフ
リッカー値との相関関係が認められている。しか
し、棒反応時間測定を用いた研究は高齢者を対象
としていることが多く16）17）、幼児や学生を対象と
した研究は少数である。
そこで、本研究では手指の運動を中心とした伝
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承遊びが大脳の覚醒水準に与える影響について、
棒反応時間を用いて検討することを目的とした。

Ⅱ．方 法
1）対象者
本学、幼児教育学科に所属する女子学生30名

（年齢19．3±0．7歳）を対象とした。被験者は課
題別に3つの群に分かれ、各群それぞれ10名ずつ
とした。全ての被験者に対し、事前に実験の主旨
と内容について説明した後、実験へ参加すること
の同意を得た。

2）課題内容
課題は、手指の運動を中心とする伝承遊びとし

て、「お手玉」「あやとり」「けん玉」の3つを設
定した。「お手玉」は基本的な振り技とされる「両
手二つゆり」及び「片手二つゆり」を課題とした5）。
「あやとり」は一人あやとりの基本とされる「山」
「川」「あみ」「うまのめ」「つづみ」「ふね」を一
連の流れとして行うことを課題とした。「けん玉」
は大皿と中皿に玉を交互に移動させる「もしか
め」を行うことを課題とした18）。なお、学生は本
学の授業でそれぞれの課題に取り組んだことがあ
り、実施経験があることを前提とした。課題はそ
れぞれの内容を繰り返しながら5分間行った。

3）棒反応時間測定
反応時間の測定は、リアクション－BG（T.K.

K．5008、竹井機器工業製）を用いて、課題実施
の前後に行った。各被験者には、座位で机上に前
腕を固定した後、利き手の指を軽く開いた状態か
ら予告なく落下する棒（長さ55cm、直径2cm、

重さ115g）をできるだけ早く掴んでもらうよう
教示した。実験者は、開いた親指と人差し指の水
平面に棒の最下端を合わせ、予告なく棒を落下さ
せた。棒には0cmから50cmまで0．5cm単位で
目盛りが印刷されており、棒を握ったときの親指
と人差し指の水平面までの長さを記録した。測定
は安定した値が得られるまで数回練習を行った後
に5回行い、最大値と最小値を除いた3回の平均
反応距離を算出した。

4）統計処理
各伝承遊びと課題実施前後の棒反応時間の比較
については、二元配置分散分析を行った。統計解
析には、SPSS Statistics19．0を使用した。

Ⅲ．結 果
伝承遊びの間、および課題実施前後の棒反応時
間の平均値に差があるかを検討するため、二元配
置分散分析を行った（表1）。伝承遊び要因は被
験者間要因、棒反応時間要因は被験者内要因であ
る。結果は、伝承遊び要因に5％水準で有意な主
効果がみられ（F（2，27）＝4．361、MSe＝28．513、
p＜．05）、棒反応時間要因に1％水準で有意な主
効果がみられた（F（1，27）＝7．838、MSe＝8．412、
p＜．01）。また、5％水準で有意な交互作用（F
（2，27）＝3．459、MSe＝8．412、p＜．05）が み
られたことから、単純主効果の検定（Bonferroni
法）を行った。その結果、課題実施前後における
棒反応時間の平均値について、課題実施前では、
あやとり実施群がお手玉実施群よりも有意に低く
（p＜．05）、課題実施後では、あやとり実施群が
けん玉実施群よりも有意に低かった（p＜．01）。

表1．分散分析表
変動因 平方和 自由度 平均平方 Ｆ
被験者間
伝承遊び 248．697 2 124．349 4．361 ｐ＜．05
誤差 769．864 27 28．513

被験者内
棒反応時間 65．940 1 65．940 7．838 ｐ＜．01
棒反応時間×伝承遊び 58．200 2 29．100 3．459 ｐ＜．05
誤差（棒反応時間） 227．134 27 8．412

全体 1369．835 59
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図1．課題実施前後の棒反応時間の変化

また、各伝承遊びにおける棒反応時間の平均値に
ついては、お手玉実施群にのみ課題実施前後で有
意な差がみられた（p＜．01）（図1）。

Ⅳ．考 察
本研究は、手指の運動を中心とした伝承遊び（お

手玉、あやとり、けん玉）が、大脳の覚醒水準に
与える影響について検討するものであった。
課題実施前後における棒反応時間測定値の分析

結果では、お手玉の実施が覚醒水準を有意に上昇
させることを示していた。また、あやとり、けん
玉については、覚醒水準を有意に上昇させるほど
の変化を認めることができなかった。これらの結
果は、各伝承遊びのもつ手指の動きによるもので
はなく、課題が被験者にとって「未習熟」や「困
難」であるかどうかに起因していることが考えら
れた。
お手玉による遊びが覚醒水準を上昇させた理由

としては、お手玉特有の手指の運動による影響が
考えられるが、最大の要因としては、被験者が課
題に対して「未習熟」であったことが考えられる。
被験者は大学の授業において各課題に取り組んで
はいたが、お手玉の課題の一つである「片手二つ
ゆり」に関しては、ほとんどの被験者が未習熟も
しくは苦手としていた。青木ら19）は主観的困難度
が高い場合、小脳等の血流量が増加することを報
告しており、鈴木ら20）の運針に関する研究では、
脳波の中でも周波数が高いとされる β波が未熟
練者において亢進したと報告している。これらの
先行研究から、本研究においても未習熟度の高い
課題が含まれていたお手玉で覚醒水準が上昇した
と考えられる。また、あやとり、けん玉の課題に
おいて、覚醒水準が有意な変化を示さなかった理

由としては、課題の困難度、未熟度が低かったた
めと考えられる。しかしながら、有意差こそみら
れなかったものの、あやとりとけん玉における課
題実施後の棒反応時間については短縮がみられ、
特にあやとりに関しては高い水準で推移していた
ことから、各伝承遊び特有の手指の動きが覚醒水
準に弱い影響を与えることが示唆された。

Ⅴ．ま と め
本研究の目的は、手指の運動を中心とした伝承
遊び（お手玉、あやとり、けん玉）が大脳の覚醒
水準に与える影響について、棒反応時間を用いて
検討することであった。検討の結果、お手玉を実
施した前後の棒反応時間に有意差がみられ、あや
とりとけん玉の実施前後では有意差はみられな
かった。この結果は、設定した3つの伝承遊びの
中で、お手玉における課題を苦手としていたり、
未習熟であったりする被験者が多かったことから、
課題の難易度や習熟度が覚醒水準の上昇に起因し
ているものと考えられた。そして、伝承遊びがも
つ固有の手指の運動が与える影響は弱いものであ
ることが示唆された。
今後は、各伝承遊びにおける主観的困難度につ
いて検討するとともに、手指を中心とした伝承遊
びに限らず、他の伝承遊びが覚醒水準に与える影
響について検討していきたい。
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